
い
わ
ゆ
る
舒
載
陽

本
『封
神
演
義
』
の
刊
行
者
に
つ
い
て

讃

は
じ
め
に

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『新
刻
鍾
伯
敬
先
生
批
評
封
神

演
義
』
二
十
巻
百
回
は
、
明
代

の
章
回
小
説
『封
神
演
義
』
の
現
存
最

古
の
刊
本
と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
、
他
に
同
版
本
の
伝
存
は
知
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
の
版
本
は
舒
載
陽

本
『封
神
演
義
』
と
称
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
本
稿
で
も
便
宜
上
そ
の
呼
称
を
用
い
る
。

こ
の
本
に
は
、
ま
ず
小
円
を
繋
い
だ
紋
様
を
外
枠
と
し
て
そ
の
中

を
左
右

三
欄
に
分
か

つ
白
紙
藍
印

の
封
面
が
あ
る
。
狭
い
右
欄
に

「批
評
全
像
武
王
伐
紂
外
史
」、
広
い
中
欄
に
大
字
で
「封
神
演
義
」
と

記
し
、
中
欄
と
ほ
ぼ
同
じ
幅
の
左
欄
に
は
以
下
の
五
行
分
の
刊
行
者

識
語
を
小
字
で
記
す

(/
は
改
行
を
表
し
、
句
点
は
原
文
マ
マ
)。

此
書
係
傳
説
。
苦
無
善
本
。
語
多
僅
穢
。
事
半
荒
唐
。
/
評

古
愚
今
。
名
教
之
所
必
斥
。
茲
集
。
乃

先
生
考
定
。
批
/
評

家
蔵
秘
冊
。
余
不
惜
重
貲
。
購
求
鎭
行
。
以
供
海
内
奇
/
賞
。

真
可
羽
翼
記
傳
。
為
商
周

一
代
信
史
。
非
徒
寳
悦
/
深
瑰
而
巳
。

識
者
堕
之
。

金
間
書
坊
箭
沖
甫
識

こ
の
他
、
封
面
右
上
に
は
海
中
に
浮
か
ぶ
仙
山
の
図
の
周
囲
に
星
座

と
八
卦
を
配
し
た
朱
円
印
が
、
同
じ
く
右
下
に
は
「毎
部
定
債
/
紋

銀
貮
兩
」
と
い
う
無
辺
無
界
の
朱
戳
が
そ
れ
ぞ
れ
捺
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
末
尾
に
「邦
江
李
雲
翔
爲
森
甫
撰
」
と
署
名
す
る
「封
神
演

上

原

究

一

義
序
」
が
あ
り
、
文
中
に
「余
友
紆
沖
甫
。
自
楚
中
。
重
資
搆
有
鍾
伯

敬
先
生
。
批
閲
封
神

一
冊
。
尚
未
寛
其
業
。

乃
托
余
終
其
事
。」
(句

点
は
原
文
マ
マ
)
と
い
う
封
面
識
語
に
対
応
す
る
記
述
が
あ
る
。

巻

一
首
は
第

一
行
に
「新
刻
鍾
伯
敬
先
生

批
評
封
神
演
義
巻
之

一
」

と
あ
る
の
み
だ
が
、
巻
二
首
第

一
～
三
行
に
「新
刻
鍾
伯
敬
先
生

批
評
封
神
演
義
巻
之
二
/

(低
九
格
)
鍾
山
逸
叟
許
仲
琳
編
輯
/

(低

九
格
)金
閻
載
陽
舒
文
淵
梓
行
」
と
あ
る
。
巻

三
以
降
の
巻
首
は
い
ず

れ
も
巻

一
に
準
じ
、
編
者
名
も
刊
行
者
名
も
巻
二
首
以
外
の
箇
所
に

は
見
え
な
い
。
ま
た
、
刊
年
の
記
載
は
ど
こ
に
も
な
い
。

こ
の
刊
本
の
刊
行
者
と
刊
年
に
つ
い
て
、

孫
楷
第
『日
本
東
京
所

見
中
国
小
説
書
目
提
要
』
(国
立
北
平
図
書
館
、

一
九
三
二
。
以
下

『東
京
目
』
と
略
称
)
は
次
の
よ
う
な
考
察
を
示
し
て
い
る
。

明
刊
本
。
捺
封
面
識
語
則
刻
者
爲
金
闊
書
坊
舒
沖
甫
。
第
二

巻
第

一
葉
又
署
「金
間
載
陽
舒
文
淵
梓
行
」。
或
爲

一
人
、
或
是

マ
マ

一
家
、
今
難
詳
考
。
按
萬
暦
庚
申
(四
十

七
年
)
武
林
藏
珠
館
刊

本
『唐
傳
演
義
』、
封
面
署
「箭
載
陽
梓
」
、
與
此
『封
神
演
義
』第

二
雀
所
題
正
同
。
則
此
亦
萬
暦
末
年
所
刊
、
或
寛
在
昌
啓
時
、

亦
未
可
知
。

右
の
引
用
の
う
ち

「萬
暦
庚
申

(四
十
七
年
）

は
『日
本
東
京
所
見
小

説
書
目
』
と
改
題
し
た

一
九
五
五
年
人
民
文
学
出
版
社
版
以
降
の
版
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で
は
「泰
昌
庚
申

(四
十
七
年
)
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

・
誤
り
で
、
こ
の
庚
申
年
(
一
六
二
〇
)
は
、
万
暦
帝
が
七
月
に
崩
じ
、

そ
れ
を
継
い
だ
泰
昌
帝
も
在
位
僅
か

一
ヶ
月
で
九
月
に
崩
じ
た
た

め
、
次

の
天
啓
帝
に
よ
つ
て
、
七
月
ま
で
を
万
暦
四
十
八
年
、
八
月

以
降
を
泰
昌
元
年
と
す
る
と
い
う
例
外
措
置
が
定
め
ら
れ
た
年
で
あ

る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
右
の
引
用
で
触
れ
て
い
る
万
暦
庚
申
武
林

蔵
珠
館
刊
本
『唐
伝
演
義
』
と
は
、
同
じ
く
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『新
刊

徐
文
長
先
生
評
唐
傳
演
義
』
八
巻
九
十
節
の
こ
と
で
あ
り
、
『東
京

目
』
は
そ
ち
ら
の
刊
行
者
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

マ
マ

萬
暦
庚
申
(四
十
七
年
即
泰
昌
元
年
)
武
林
藏
珠
館
刊
本
。
封

面
中
央
大
書
「階
唐
演
義
」
、
右
上
日
「徐
文
長
先
生
評
」、
左
下

日
「書
林
鎌
載
陽
梓
」
。
所
題
書
名
始
易
蕾
構
、
與
書
中
所
題
不

同
、
與
奮
本
亦
不
同
。
箭
載
陽
爲
蘇
州
書
質
、
殆
書
刻
於
杭
州
、

後
板
鶴
箭
氏
也
。

(中
略
)
板
心
魚
尾
上
題
「唐
傳
演
義
」、
下
題

「藏
珠
館
」。

(中
略
)
亦
不
著
撰
人
。

一
巻
但
題
「武
林
藏
珠
館

繍
梓
」
。
前
有
萬
暦
庚
申
銭
塘
黄
士
京

{二
漏
/
父
}
長
序
、
殊

空
洞
無
實
際
、
今
不
録
。

こ
こ
で
も
や
は
り
「萬
暦
庚
申
」
を
万
暦
四
十
七
年
に
誤

っ
て
お
り
、・

こ
ち
ら
は
後
の
版
で
も
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
旧
本
と
は
書

名
が
異
な
る
云
々
と
い
う
の
は
、
こ
の
刊
本
が
癸
巳
〔万
暦
二
十

一

年
、

一
五
九
三
〕序
刊
の
金
陵
唐
氏
世
徳
堂
刊
本
『新
刊
出
像
補
訂
恭

采
史
鑑
唐
書
志
傳
通
俗
演
義
題
評
』
八
巻
八
十
九
節

(静
嘉
堂
文
庫
、

尊
経
閣
文
庫
蔵
)
の
翻
刻
本
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

さ
て
、
孫
氏
が
右

の
二
つ
の
著
録
に
至

っ
た
過
程
を
推
察
す
る

に
、
ま
ず
は
箭
載
陽
本
『封
神
演
義
』
巻
二
首

の
「金
閻
載
陽
箭
文
淵

梓
行
」
や
、
同
封
面
識
語
の
「金
聞
書
坊
箭
沖
甫
識
」
と
い
う
署
名
か

ら
、
両
者
が
同

一
人
物
か
ど
う
か
は
不
明
な
が
ら
、
仮
に
別
人
で
あ

っ
て
も
と
も
に
蘇
州
で
活
動
し
た
刻
書
家
で
あ
る
、
と
い
う
の
を
考

察

の
前
提
と
し
た
よ
う
だ
。
そ
の
上
で
、
蔵
珠
館
刊
本
『唐
伝
演

義
』
に
つ
い
て
、
封
面
に
は
「書
林
箭
載
陽
梓
」
と
あ
る
も
の
の
、
杭

州
の
蔵
珠
館
が
巻

一
首
に
刊
行
者
と
し
て
名

を
記
し
、
か
つ
版
心
下

部
に
「藏
珠
館
」
と
見
え
る
葉
が
あ
る
ー
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
甜
載
陽

が
蘇
州
で
活
動
し
て
い
る
か
ら
に
は
杭
州
の
蔵
珠
館
と
い
う
の
は
箭

載
陽
と
は
別
人
の
営
む
書
坊
で
あ
り
、
蔵
珠
館
が
杭
州
で
作

っ
た
版

木
を
飾
載
陽
が
入
手
し
て
新
た
な
封
面
を
附
し
た
上
で
蘇
州
で
印
行

し
た
の
が
内
閣
文
庫
蔵
本
だ
、
と
判
断
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
孫
氏
の
考
察
の
う
ち
、
蔵
珠
館
が
作

っ
た
版
木
を
釘
載
陽
が

入
手
し
て
印
行
し
た
の
が
内
閣
文
庫
蔵

の
蔵
珠
館
刊
本
『唐
伝
演

義
』
だ
と
い
う
点
は
、
そ
の
後
目
立

っ
た
異
論

も
出
て
お
ら
ず
、
概

ね
定
説
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

一
方
、
鋳
載
陽
と

紆
沖
甫
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
両
者
は
同

一
人
物
の
可
能
性
が
高

く
、
そ
う
で
な
い
に
し
て
も
同
族
の
二
人
が
共
同
で
経
営
す
る
書
坊

が
餅
載
陽
本
『封
神
演
義
』
を
刊
行
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
章
培
恒

氏
の
説

2
や
、
名
を
沖
、
字
を
文
淵
、
号
を
載
陽
と
い
う

一
人
の
人

物
だ
と
す
る
李
亦
輝
氏
の
説
3
、
更
に
は
両
者
を
別
人
と
考
え
て
、

一
般
に
餅
載
陽
本
『封
神
演
義
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
内
閣
文
庫
蔵
本

は
、
実
は
野
載
陽
が
刊
行
し
た
先
行
版
本
を
紆
沖
甫
が
翻
刻
し
た
も

の
な
の
で
は
な
い
か
と
す
る
大
塚
秀
高
氏
の
説
4
な
ど
が
孫
氏
以
後

㌧
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に
出
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
諸
説
は
い
ず
れ
も
孫
氏
が
拠

る
の
と
同
じ
資
料
の
範
囲
内
で
推
測
を
重
ね
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の

で
、
同

一
人
物
か
否
か
は
現
状
で
は
詳
ら
か
に
し
が
た
い
と
い
う
孫

氏
の
慎
重
な
判
断
を
超
え
る
も
の
と
は
な
り
得
て
は
い
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
筆
者
は
こ
の
ほ
ど
毎
沖
甫
と
箭
載
陽
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
些
か
の
新
た
な
知
見
を
得
た
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
そ
れ
を
踏

ま
え
た
上
で
野
載
陽
と
飾
沖
甫
の
関
係
を
再
考
し
て
み
た
い
。

一
、
静
沖
甫
に
つ
い
て

ー
、
「金
陵
書
坊
鋳
文
河
沖
甫
父
」

餅
沖
甫
に
つ
い
て
の
新
知
見
は
、
箭
文
河
(字
沖
甫
)
な
る
人
物
の

刊
本
を
二
つ
確
認
し
た
こ
と
で
あ
る
。
と
も
に
多
紀
氏
蹟
寿
館
旧
蔵

で
現
在

は
内
閣
文
庫
蔵
の
『黄
帝
内
経
素
問
註
謹
襲
微
』
九
巻
補
遺

一

巻
(欠
巻
二

・
三

・
補
遺
)
と
『黄
帝
内
経
露
櫃
註
謹
襲
微
』
九
巻
補
遺

一
巻
で
、
ど
ち
ら
も
毎
巻
首
第
二
行
に
行
頭
か
ら
「

明
太
馨
院
正

文
會
稽
摩
生
玄
壷
子
馬
蒔
仲
化
註
謹
」
と
あ
り
(前
者
巻
六
の
み
「

明
」
を

「大
明
」
と
す
る
)
、
同
第
三
行
に
は
巻
ご
と
に
異
な
る
校
訂
者

の
名
を
記
す
の
だ
が
、
そ
れ
が
刊
行
者
名
に
な
っ
て
い
る
巻
が
各
々

一
つ
だ
け
あ
り
、
前
者
は
巻
九
首
に
「秣
陵
書
坊
飾
文
河
沖
甫
氏
督

較
梓
」
、
後
者
は
巻
八
首
に
「金
陵
書
坊
箭
文
河
沖
甫
父
督
梓
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
だ
。

明
末
清
初
刊
本
に
見
え
る
こ
う
し
た
署
名
に
お
い
て
は
、

「父
」
や

「甫
」
は
す
ぐ
上
の
呼
称
が
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
標
識
と
し
て
用
い

ら
れ
る
の
が
通
例
で
5
、

「氏
」
に
も
同
様
の
用
法
が
あ
る
6
。
よ
っ

て
、
こ
の
刊
行
者
は
姓
が
督
、
名
が
文
河
、
字
が
沖
甫
で
あ
る
と
読

み
取
れ
る
。
「秣
陵
」
と
「金
陵
」
は
ど
ち
ら
も
南
京
の
異
称
で
、
い
ず

れ
も
主
人
の
姓
で
は
な
く
「書
坊
」
の
直
前
に
置
か
れ
て
い
る
か
ら
、

主
人
の
籍
貫
や
居
住
地
で
は
な
く
、
書
坊

の
所
在
地
を
表
し
て
い
る

と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
紆
文
河
(字
沖
甫
)
は
南
京
の

書
坊
の
主
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
営
ん
だ
書
坊

の
所
在
地
が
南
京

と
蘇
州
と
い
う
違
い
が
あ
る
以
上
、
こ
れ

を
箭
載
陽
本
『封
神
演

義
』
の
封
面
に
見
え
る
「金
閻
書
坊
箭
沖
甫
」
と
同

一
人
物
と
見
て
良

い
の
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
と
こ
ろ
だ

が
、
そ
の
た
め
に
も
、

ま
ず
こ
の
箭
文
河
刊
本
『黄
帝
内
経
素
問
註

謹
襲
微
』
と
同
『黄
帝
内

経
塞
櫃
註
謹
登
微
』
に
つ
い
て
詳
し
く
確
認
し

て
お
こ
う
。

2
、
醤
文
河
(沖
甫
)
刊
本
『黄
帝
内
維

素
問
註
謹
襲
微
』
と
同

『黄
帝
内
経
盤
櫃
註
謹
襲
微
』

両
書
は
二
つ
併

せ
て
『黄
帝
内
経
』
を
構

成
す
る
『素
問
』
と
『霊

枢
』
の
馬
蒔
(字
仲
化
、
号
玄
台
子
)
に
よ
る
注
解
書
と
し
て
編
ま
れ

た

一
続
き
の
も
の
だ
が
、
箭
文
河
刊
本
は
い
ず
れ
も
天
啓
年
間
以
降

の
翻
刻
本
で
(根
拠
は
後
述
)、
ど
ち
ら
に
も
原
刊
本
に
拠

っ
た
と
思

し
き
慶
長
年
間
の
梅
寿
古
活
字
印
本
(と
も
に
国
立
国
会
図
書
館
蔵

[『素
問
』
は
二
本
あ
り
])
が
あ
る
。
『素
問
』
の
そ
れ
は
巻
九
末
に
「慶

長
十
三
{戊
/
申
}
年
(
一
六
〇
八
)
十
二
月
日
梅
壽
刊
」
の
裸
刊
記
を

持
ち
、
万
暦
十
四
年
の
序
が
二
つ
あ
っ
て
、

そ
の
う
ち
王
元
敬
序
は

「余
惜
其
不
能
及
之
久
遠
也
、
廼
禽
工
銀
梓
、
以
廣
其
傳
、
井
為
之

序
、
以
弁
其
首
云
」
と
い
う
、
王
元
敬
が
刊
行
の
出
資
者
で
あ

っ
た
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と
読
み
取
れ
る
記
載
で
結
ぶ
。
ま
た
、
底
本
か
ら
忠
実
に
覆
刻
し
た

と
思
わ

れ
る
上
下
二
層
の
封
面

の
下
層
中
央
に
「萬
暦
丙
戌

(十

四

年
、

一
五
八
六
)
仲
春
寳
命
堂
記
」
と
あ
り
、
上
層
の
識
語
は
「『璽

椹
』自
古
無
註
、
今
已
註
。
就
通
等
先
梓
『素
問
』、
四
方
君
子
漬
認

寳
命
堂
原
板
為
記
。
門
人
石

通
謹
識
」
と
結
ぶ
。
『霊
枢
』
の
方

は
、
巻

九
末
に
「慶
長
十
四
{己
/
酉
}
年
(
一
六
〇
九
)
六
月
朔
梅
壽

刊
」
の
裸

刊
記
を
持
ち
、
序
に
は
年
次
が
見
え
な
い
が
、
や
は
り
底

本
に
忠
実
と
思
わ
れ
る
上
下
二
層
の
封
面
の
下
層
中
央
に
「萬
暦
戊

子
(十
六
年
、

一
五
八
八
)
孟
春
寳
命
堂
梓
」
と
あ
り
、
上
層
の
識
語

は
「昔
兵
部
古
林
王
公
命
工
、
先
梓
『素
問
』、
今
禮
部
康
州
羅
公
命

梓
『霊
橿
』、
以
全
『内
経
』
一
書
、
四
方
君
子
認
寳
命
堂
原
板
為
記
。

柳
宗
模
識
」
と
結
ぶ
。
従

っ
て
、
前
者
の
原
刊
本
は
序
の
年
次
と
同

じ
万
暦
十
四
年
の
宝
命
堂
刊
本
、
後
者

の
原
刊
本
は
万
暦
十
六
年
の

宝
命
堂
刊
本
で
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
両
書
と
も
原
刊
本
と
さ
れ

る
上
海
図
書
館
蔵
本
が
『続
修
四
庫
全
書
』
に
も
『四
庫
全
書
存
目
叢

書
』
に
も
影
印
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
封
面
を
欠
き
、
宝
命
堂
の

名
が
確
か
め
ら
れ
な
い
憾
み
が
あ
る
。

内
閣
文
庫
蔵
の
餅
文
河
刊
本
は
『素
問
』
も
『霊
枢
』
も
封
面
を
欠
く

が
、
版
式
は
ど
ち
ら
も
四
周
単
辺
、
有
界
、
白
口
、
単
黒
魚
尾
、
半

葉
十
行

二
十
二
字
で
、
版
心
も
「素
問
(ま
た
は
露
橿
)
(隔
三
格
)
(魚

尾
)
巻
之
幾

(隔
約
五
格
)
丁
付
(隔
二
～
三
格
)
天
寳
堂
」
と
い
う
形
で

揃

っ
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
本
文
の
字
様
ま
で
全
く
同
じ
な
の

で
、

一
揃
い
の
も
の
と
し
て
同
時
期
に
翻
刻
さ
れ
た
と
見
て
ま
ず
間

違
い
な

い
。
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
殆
ど
の
葉
の
版
心
下
部
に
見
え
る

「天
寳
堂
」
と
い
う
の
は
、
侍
文
河
の
書
坊
名

か
も
し
れ
な
い
が
、
箭

文
河
の
署
名
で
記
す
役
割
が
そ
れ
ぞ
れ
「督
校
梓
」
「督
梓
」
で
あ
る
点

に
は
注
意
を
要
す
る
。
何
故
な
ら
、
「督
梓
」
や
「督
刊
」
と
い
う
の
は

書
坊
が
官
刻
本
や
家
刻
本
の
出
資
者
か
ら
依
頼

を
受
け
て
版
木
製
作

業
務
を
請
け
負

っ
た
際
に
良
く
使
わ
れ
る
表
現

な
の
で
、
こ
の
場
合

も
箭
文
河
に
版
木
製
作
を
依
頼
し
た
出
資
者
が
い
て
、
そ
の
人
物
の

堂
号
が
天
宝
堂
で
あ

っ
た
、
と
い
う
可
能
性

も
考
え
ら
れ
る
か
ら

だ
。
他
に
天
宝
堂
の
名
が
見
え
る
刊
本
は
見

つ
け
て
お
ら
ず
、
現
状

で
は
こ
れ
は
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い
7
。

箭
文
河
刊
本
は
『素
問
』
も
『霊
枢
』
も
序
文
は
署
名
や
年
次
ま
で
含

め
て
梅
寿
古
活
字
印
本
や
上
海
図
書
館
蔵
本
と
基
本
的
に
同
文
で
、

底
本
の
序
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
の
箇
所
に
も

ト

明
確
な
刊
年
の
手
掛
か
り
と
な
る
よ
う
な
記
載
は
無
い
が
、
各
巻
首

↓

第
三
行
の
校
訂
者
の
署
名
で
、
梅
寿
古
活
字
印
本
も
上
海
図
書
館
蔵

本
も
全
て
「校
」
と
い
う
表
記
だ

っ
た
箇
所
が
、
箭
文
河
刊
本
で
は
大

半
が
「較
」
と
い
う
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
天
啓
帝
朱
由
校

へ

の
避
諦
と
し
て
明
末
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
措
置
な
の
で
、
鉦

文
河
刊
本
が
天
啓
以
降
の
刊
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
梅
寿
古
活
字
印
本
や
上
海
図
書
館
蔵
本
は
、
毎
巻
首
第
二

行
が
「大
明
太
醤
院
正
文
會
稽
痒
生
玄
壷
子
馬
蒔
仲
化
註
謹
」
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
野
文
河
刊
本
は
『素
問
』巻
六

以
外
の
全
巻
で
底
本
の

「大
明
」
を
「

明
」
に
変
え
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
清
代
に
入
っ
て
か

ら
の
措
置
で
あ
る
可
能
性
を
窺
わ
せ
、

「校
」
を
「較
」
に
作
る
事
例
は

清
刊
本
に
も
時
折
見
ら
れ
る
の
で
(天
啓
帝

へ
の
避
諦
で
あ
る
と
い



う
意
識
が
次
第
に
薄
れ
、
表
記
の

一
種
と
し
て
定
着
し
た
の
で
あ
ろ

う
)
、
、箭
文
河
刊
本
の
刊
行
は
清
初
に
下
る
か
も
し
れ
な
い
。
或
い

は
、
箭
文
河
刊
本
は
や
は
り
天
啓
帝
の
誰
を
避
け
た
天
啓
崇
禎
問
刊

本
で
あ

っ
て
、
刊
行
当
初
は
全
巻
の
第
二
行
行
頭
に
「大
明
」
と
あ

っ

た
の
だ
が
、
清
代
に
入
っ
て
版
木
か
ら
「大
」
が
刷
去
さ
れ
、
そ
の
際

に
『素
問
』
巻
六
の
み
削
り
漏
ら
し
た
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
。
ど

ち
ら
も
あ
り
得
て
決
め
手
に
欠
け
る
の
で
、
箭
文
河
刊
本
は
明
末
清

初
刊
本
だ
と
し
て
お
く
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
各
巻
首
第
三
行
に
記
す
校
訂
者
の
身
分
や
名
前
自
体
は
、

箭
文
河
刊
本
が
刊
行
者
名
を
記
し
て
い
る
『素
問
』
巻
九
と
『霊
枢
』巻

八
以
外

の
巻
に
お
い
て
は
、
梅
寿
古
活
字
印
本

・
上
海
図
書
館
蔵

本

・
箭
文
河
刊
本
で
基
本
的
に
違
い
は
無
い
8
。
問
題
の
『素
問
』
巻

九
は
、
梅
寿
古
活
字
印
本
で
は
「
(低
八
格
)
姪
摩
生
馬

{行
遠
/
文

斗
}孫
痒
生
馬
存
順
世
傳
」
と
他
の
巻
と
同
じ
形
式
の
記
載
が
見
ら
れ

る
が
、
上
海
図
書
館
蔵
本
で
は
「世
傳
」だ
け
は
は
っ
き
り
読
め
る
も

の
の
、

そ
れ
よ
り
上
の
文
字
は
潰
れ
て
い
て
殆
ど
読
め
な
い
。
『霊

枢
』巻
八
の
方
は
、
該
当
行
が
梅
寿
古
活
字
印
本
で
も
上
海
図
書
館

蔵
本
で
も
何
故
か
全
く
字
が
無
い
空
行
に
な

っ
て
い
る
。
し
て
み
れ

ば
、
箭
文
河
は
『霊
枢
』
で
は
た
ま
た
ま
底
本
で
空
い
て
い
た
行
に
こ

れ
幸
い
と
刊
行
者
と
し
て
自
分
の
名
前
を
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、

『素
問
』
は
お
そ
ら
く
上
海
図
書
館
蔵
本
と
同
じ
よ
う
に
巻
九
首
第
三

行
が
潰
れ
て
読
め
な
く
な
っ
て
い
た
後
印
の
原
刊
本
を
底
本
と
し
て
お

り
、
そ
の
箇
所
を
利
用
し
て
自
分
の
名
前
を
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
は

っ
き
り
し
な
い
点
も
あ
る
が
、
醤
文
河
刊
本
『黄
帝
内

経
素
問
註
謹
襲
微
』
と
同
『黄
帝
内
経
露
福
註

讃
襲
微
』
は
、
い
ず
れ

も
万
暦
十
年
代
中
頃
の
原
刊
本
を
天
啓
以
降

の
明
末
清
初
に
翻
刻
し

た
も
の
で
、
各
巻
首
の
記
載
は
原
則
的
に
底

本
通
り
に
し
て
い
た

が
、
底
本
の
空
行
や
底
本
の
版
木
の
損
傷
で
読
め
な
く
な
っ
て
い
た

行
を
利
用
し
て
、
翻
刻
本
の
刊
行
者
で
あ

っ
た
南
京
の
書
坊
の
主
人

釘
文
河

(字
沖
甫
)
の
署
名
が
各
々
に

一
箇
所
ず

つ
だ
け
入
っ
て
い

る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
は
ま
ず
確
実
と
言

っ
て
良
か
ろ
う
。

3
、
「金
陵
書
坊
野
文
河
沖
甫
父
」
と
「金
閻
書
坊
箭
沖
甫
」

で
は
、
こ
の
明
末
清
初
刊
本
の
刊
行
者
で
あ
る
南
京
の
書
坊
の
主

人
箭
文
河
(字
沖
甫
)
と
、
紆
載
陽
本
『封
神
演
義
』
の
封
面
に
刊
行
者

と
し
て
識
語
を
書
い
て
い
る
「金
閻
書
坊
紆
沖
甫
」
と
は
、
果
た
し
て

同

一
人
物
で
あ
る
と
看
徹
し
て
も
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
李
亦
輝
注
3
論
文
は
紆
載
陽
本
『封
神
演
義
』
の
刊
行
者
の

督
沖
甫
を
督
載
陽
と
同

一
人
物
だ
と
看
徹
し
た
上
で
、
姓
は
紆
、
名

は
沖
、
号
が
載
陽
だ
と
解
釈
し
て
い
た
。
こ
れ
が
確
か
な
ら
箭
文
河

(字
沖
甫
)
と
は
別
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
9
、
名
が
沖
だ
と
い
う

の
は
ま
ず
あ
り
得
ま
い
。
何
故
な
ら
、
箭
載

陽
本
『封
神
演
義
』
の
刊

行
者
は
、
李
雲
翔
序
の
中
の
封
面
識
語
と
対
応
す
る
内
容
の

一
段
で

「余
友
箭
沖
甫
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
仮
に
も

「余
が
友
」
と
い

う
対
等
な
関
係
に
あ
る
と
記
し
た
以
上
、
そ
の
す
ぐ
下
に
そ
の
次

物

の
名
を
書
い
て
し
ま
う
可
能
性
は
低
く
、
字

か
号
で
書
く
の
が

一
般

的
な
振
る
舞

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
注

5
で
述

べ
た
通
り
、

「甫
」
が
名
の
直
下
に
置
か
れ
て
い
る
用
例
は
、
少
な
く
と
も
明
末
清

}
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初
刊
本
に
お
い
て
は
全
く
見
た
覚
え
が
な
い
。

と
な
る
と
、
残
る
問
題
は
こ
の
時
期
に
同

一
人
物
が
南
京
で
も
蘇

州
で
も
書
坊
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
の
が
あ
り
得
る
の
か
ど
う
か
で

あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
周
文
耀

(字
汝
映
、
号
如
泉
)
と
い
う
人

物
が
、
万
暦
後
半
か
ら
崇
禎
初
年
に
か
け
て
南
京
に
お
い
て
主
に
万

巻
楼
名
義
で
多
く
の
刻
書
を
行

っ
て
い
る

一
方
で
、
天
啓
末
な
い
し

崇
禎
初
に
蘇
州
で
も
刻
書
を
行

っ
て
お
り
、
更
に
順
治
年
間
に
も
蘇

州
に
お
い
て
大
業
堂
名
義
で
刻
書
を
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
(注

5
拙
稿
②
参
照
)、
と
い
う
実
例
が
あ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
紆
文
河

(字
沖
甫
)
が
同
じ
よ
う
に
南
京
で
も
蘇
州
で
も
刻
書
を
行

っ
て
い
た

と
し
て
も
全
く
お
か
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
従

っ
て
、
「金
陵
書
坊

箭
文
河
沖
甫
父
」と

「金
間
書
坊
督
沖
甫
」
は
同

一
人
物
で
あ
る
と
見

て
何
ら
差
し
支
え
は
あ
る
ま
い
。

二
、
静
載
陽
に
つ
い
て

ー
、
野
載
陽
と
集
賢
堂

野
載
陽
に
つ
い
て
も
新
た
な
知
見
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
武

林
蔵
珠
館
刊
本
『唐
伝
演
義
』
か
ら
、
孫
楷
第
氏
以
来
の
諸
先
行
研
究

で
は
看

過
さ
れ
て
来
た
情
報
が

一
つ
得
ら
れ
た
と
い
う
も
の
だ
。

へ

蔵
珠
館
刊
本
『唐
伝
演
義
』
も
内
閣
文
庫
蔵
本
以
外
に
は
同
版
本
の

伝
存
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
内
閣
文
庫
蔵
本
に
は
四
周
単
辺
の

枠
内
を
左
右
三
欄
に
分
け
た
白
紙
墨
印
の
封
面
が
あ
り
、
右
欄
に
上

寄
せ
で
「徐
文
長
先
生
批
評
」
、
中
欄
に
大
き
く
「階
唐
演
義
」、
左
欄

に
下
寄
せ
で
「書
林
野
載
陽
梓

」
と
刻
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は

『東
京
目
』
に
著
録
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
封
面
に
は
、
他
に
左
上
に
魁

星
図
朱
円
印
、
右
下
に
陰
刻
正
方
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
こ

の
右
下
の
朱
印
は
、
印
面
が
傷
ん
だ
古
い
印
で
捺
さ
れ
た
よ
う
で
、

か
な
り
判
読
し
づ
ら
い
。
お
そ
ら
く
孫
氏
は
限
ら
れ
た
閲
覧
時
間
で

は
判
読
出
来
な
か

っ
た
た
め
に
著
録
し
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
朱
印
の
判
読
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、

「集
賢
/
堂
」
で
あ
ろ

う
と
い
う
結
論
に
達
し
た
m
。

「書
林
紆
載
陽
梓

」
と
記
す
封
面
の

右
下
に
捺
し
て
あ
る
印
が
「集
賢
/
堂
」
だ
と
な

る
と
、
集
賢
堂
と
は

印
行
者
で
あ
る
箭
載
陽
本
人
の
書
坊
の
名
か
、
さ
も
な
く
ば
こ
の
本

を
発
免
し
た
小
売
の
書
坊
の
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
n
。

「集
賢
」
を
冠
し
た
名
の
明
代
の
書
坊
と
い
う
と
、
弘
治
年
間
の
建

陽
羅
氏
集
賢
書
堂

毘
、
万
暦
天
啓
間
の
金
陵
唐
氏
集
賢
堂
玲
、
そ
し

て
万
暦
年
間
の
太
末
箭
氏
集
賢
堂
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
太

末
野
氏
集
賢
堂
が
野
載
陽
と
同
姓
で
時
期
も
近

い
か
ら
、
督
載
陽
自

身
が
そ
の
後
継
者
で
あ

っ
た
か
、
或
い
は
餅
載

陽
の
印
行
し
た
本
を

同
族
の
営
む
太
末
督
氏
集
賢
堂
が
発
免
し
て
い
た
か
、
そ
の
ど
ち
ら

か
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2
、
太
末
鋳
氏
集
賢
堂
と
そ
の
主
人

で
は
、
そ
の
太
末
箭
氏
集
賢
堂
に
つ
い
て
確

認
し
て
み
た
い
。
万

暦
十
九
年
(
一
五
九

一
)
序
刊
本
『新
選
古
今
類
膜
』
十
八
巻

(内
閣
文

庫
、
蓬
左
文
庫
等
蔵
)
の
蓬
左
文
庫
蔵
本
に
封
面
が
残
り
、
そ
の
下

層
中
欄
に
低
二
格
で
「飾
石
泉
梓
行
」
と
あ

っ
て
、
低
二
格
の
部
分
に

は
陽
刻
長
方
「太
末
箭
氏
/
集
賢
堂
印
」
朱
印
を
捺
し
て
い
る
。
ま
た
、
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「萬
暦
辛
卯
(十
九
年
)仲
冬
穀
旦
」
の
呉
之
鵬
序
の
末
尾
に
も
「太
末

箭
氏
石
泉
/
梓
於
集
賢
書
舎
」
と
い
う
蓮
牌
木
記
が
あ
る
。
し
て
み

れ
ば
、

「集
賢
堂
」
と
「集
賢
書
舎
」
は
同
じ
で
、
そ
の
主
人
が
太
末

(漸
江
衝
州
府
の
別
称
。
街
州

一
帯
に
漢
代
に
置
か
れ
た
県
名
に
由

来
す
る
)
の
人
で
あ
る
箭
石
泉
で
あ

っ
た
、
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。

こ
の
飾
石
泉
以
外
の
個
人
名
を
刊
行
者
と
し
て
記
す
紆
氏
集
賢
堂
刊

本
は
現
時
点
で
は
管
見
に
及
ん
で
い
な
い
。
な
お
、
蓮
牌
木
記

の

「太
末
」
は
明
ぢ
か
に
「艀
氏
石
泉
」
に
掛
か
る
の
で
、
あ
く
ま
で
箭
石

泉
の
籍
貫
な
い
し
居
住
地
で
あ
っ
て
、
集
賢
堂
の
所
在
地
だ
と
は
限

ら
な
い
。
二
の
箭
石
泉
集
賢
堂
刊
本
は
万
暦
九
年
(
一
五
八

一
)
序
刊

の
同
名
刊
本
(内
閣
文
庫
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
等
蔵
)
を
底

本
と
し
た
万
暦
十
九
年
の
翻
刻
本
な
の
だ
が
、
鍔
石
泉
集
賢
堂
万
暦

十
九
年
序
刊
本
も
万
暦
九
年
序
刊
本
も
、
ど
ち
ら
も
巻
首
に
編
著

者

・
校

訂
者

・
刊
行
者
等
の
署
名
を
置
く
巻
は

一
切
無
い
。

静
石
泉
に
は
集
賢
堂
の
名
を
記
さ
な
い
刊
本
も
あ
る
。
万
暦
七
年

(
一
五
七
九
)
序
刊
本
『新
刊
譜
史
』
六
巻

(中
国
国
家
図
書
館
蔵
)
は
そ

の

一
つ
で
、
本
文
全
葉
の
版
心
下
部
に
「石
泉
堂
梓
」
と
あ

っ
て
、
各

巻
首
第

二
～
三
行
に
「企
陶
山
人

徐
士
範

輯

/
三
衝
石
泉

野
其
才

梓

」
と
記
す
(但
し
、
二
巻
目
だ
け
は
第
三
行
か
ら
本
文

に
入
り
、
刊
行
者
の
署
名
が
無
い
)。

「三
衝
」
は
衝
州
府
常
山
県
に

あ
る
山

の
名
で
、
衝
州
の
別
称
の

一
つ
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
の
石
泉

箭
其
才
は
先
に
見
た
太
末
紆
氏
石
泉
と
同

一
入
物
と
見
て
良
か
ろ

う
。
こ
の
刊
本
に
よ
り
、
石
泉
は
号
か
字
で
名
は
其
才
で
あ
る
こ
と

と
、
石
泉
箭
其
才
が
自
分
の
号
な
い
し
字
を
冠
し
た
石
泉
堂
と
い
う

書
坊
名
も
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

3
、
太
末
録
氏
の
書
坊
の
活
動
地
域

石
泉
箭
其
才
が
ど
こ
で
刻
書
を
行

っ
て
い
た
の
か
は
確
証
を
見
出

せ
て
い
な
い
が
、
太
末
野
氏
の
刻
書
家
に
は
、

万
暦
年
間
に
南
京
で

刻
書
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
が

二
人
確
認
出
来
た
。

ま
ず
、
『風
教
雲
箋
』
正
集
四
巻
続
集
四
巻

別
集

四
巻
(東
京
大
学

東
洋
文
化
研
究
所
蔵
)
は
、
各
巻
首
第
二
～
三
行
に
低
五
格
で
「豫
章

宿
海
黄
河
清
兆
聖
甫
批
選
/
三
衝
歴
山
督

用
中
舜
卿
甫
梓
行
」

(
「甫
」
を
「父
」
に
作
る
巻
も
)
と
あ
る
。
末
尾

に
「萬
暦
乙
酉
(十
三

年
、

一
五
八
五
)
冬
月
謝
山
横
子
書
/
口
纏
志
訟
二中
」
と
署
名
す
る
王

世
貞
「引
風
教
雲
箋
首
」
に
「遂
属
舜
卿
氏
梓
之
」
と
見
え
る
の
で
、
衝

州
の
人
で
あ
る
飾
用
中

(字
舜
卿
、
号
歴
山
)
に
よ
る
刊
本
が
原
刊
本

だ
と
思
わ
れ
る
。
正
集
大
尾
に
「歴
山
野
氏
梓
/
於
天
香
書
屋
」
と
い

う
長
方
木
記
が
あ
り
、
鎌
用
中
が
天
香
書
屋
と
い
う
書
坊
名
を
使

っ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
続
集
大
尾
に
は
「口
暦
丁
亥

歳

(万
暦
十
五
年
、

一
五
八
七
)重
陽
月
/
書
林
由
義
斎
鎮
梓
行
」
な

る
長
方
木
記
が
あ
る
。
と
な
る
と
、
鍔
用
中
が
天
香
書
屋
と
由
義
斎

と
い
う
二
つ
の
書
坊
名
を
使

っ
て
い
た
か
、
或
い
は
別
人
が
営
む
由

義
斎
と
い
う
書
坊
が
好
用
中
天
香
書
屋
刊
本
を
万
暦
十
五
年
に
重
刊

し
た
の
が
こ
の
刊
本
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

各
集
に
同
版
の
も
の
が
附
さ
れ
る
封
面
u
は
、
右
欄
に
「南
京
板
評

林
」、
左
欄
に
「由
義
畜
梓
行
」
と
あ
る
。
も
し
箭
用
中
の
原
刊
本
を

別
人
の
由
義
斎
が
重
刊
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

「南
京
板
」
と
い
う
の
が
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箭
用
中
天
香
書
屋
の
原
刊
本
を
指
し
、
そ
れ
を
由
義
斎
が
別
の
地
で

重
刊
し
た
の
だ
と
理
解
出
来
る
。
ま
た
、
も
し
箭
用
中
が
天
香
書
屋

と
由
義
斎
と
い
う
二
つ
の
書
坊
名
を
使

っ
て
い
た
な
ら
、
こ
の
刊
本

自
体
が
酵
用
中
の
原
刊
本
で
あ
っ
て
、

「南
京
板
」
は
こ
れ
自
体
が
南

京
で
の
刊
本
だ
と
謳

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
ど
ち
ら
が
正

解
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
醤
用
中
の
原
刊
本
は
南

京
で
出
版
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
鍔
用
中
が
南

京
で
刻
書
活
動
を
行

っ
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
よ
う
。

も
う

一
人
の
例
に
進
も
う
。
万
暦
三
十
四
年
(
一
六
〇
六
)
の
序
を

持
つ
『発
山
堂
外
紀
』
百
巻
の
中
国
国
家
図
書
館
請
求
記
号
〇
四
三
二

四
に
残
る
封
面
(右
欄
に
「常
郡
新
刻
尭
山
堂
外
紀
」
と
記
す
)
は
、
左

欄
の
刊
行
者
識
語
の
末
に
「三
衙
野

一
泉
謹
識
」
と
あ
る
。

一
方
、
万

暦
四
十
三
年

(
一
六

一
五
)
の
序
を
持

つ
『新
刊
地
理
紫
嚢
書
』
六
巻

(プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
東
亜
図
書
館
蔵
)
の
巻

一
首
第
五
行
に
は
「金

陵

一
泉
督
世
臣
刊
行
」
と
あ
る
。
前
章
で
見
た
箭
沖
甫
の
場
合
と
同

じ
く
、

「三
衡
督

一
泉
」
と
「金
陵

一
泉
箭
世
臣
」
は
同

一
人
物
だ
と
考

え
て
良
か
ろ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
野
世
臣
(号
ま
た
は
字

一

泉
)
は
、
箭
用
中
と
同
じ
く
南
京
で
刻
書
活
動
を
行

っ
て
い
た
太
末

欝
氏
の

一
員
だ
と
看
傲
せ
る
。
な
お
、
『新
刊
地
理
紫
嚢
書
』は
巻
首

第
五
行

に
記
す
刊
行
者
名
が
巻
ご
と
に
異
な
り
、
巻
二
・
四

・
五

・

六
で
は

「太
末
少
岡
襲
尭
恵
刊
行
」、
巻
三
で
は
「銭
塘
孟
雅
徐
象
穰

刊
行
」
で
あ
る
。
三
人
に
よ
る
共
同
刊
本
だ

っ
た
の
か
、
或
い
は
ま

ず
三
人
の
う
ち

一
人
か
二
人
に
よ
る
原
刊
本
が
あ
り
、
後
に
残
る
二

人
ま
た
は

一
人
が
そ
れ
を
許
可
を
得
た
上
で
重
刊
し
て
、
そ
の
際
に

一
部
の
巻
首
に
原
刊
本
の
刊
行
者
名
を
残
し
た
の
が
こ
の
刊
本
な
の

か
蛎
は
現
状
で
は
判
然
と
し
な
い
し
、
刊
行
地
が
ど
こ
で
あ
っ
た
の

か
も
定
か
で
は
な
い
が
、
三
者
の
う
ち
箭
世
臣
と
聾
尭
恵
は
同
郷
の

縁
で
提
携
を
持

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
他
、
活
動
地
域
は
確
定
出
来
な
い
が
、
太
末
野
氏
の
刻
書
家

に
は
紆
承
漢
と
い
う
人
物
が
い
る
。
例
え
ば

万
暦
二
十

二
年
(
一
五

九
四
)
の
序
を
持

つ
『銀
爾
状
元
編
次
皇
明
人
物
要
考
』
六
巻
(北
京
大

学
図
書
館
蔵
)
の
巻

一
首
第
四
行
に
「三
衝
野
承
漢
重
梓
」
と
見
え

る
。
同
じ
行

の
上
方
に
は
編
目
を
記
す

の
で
、
こ
れ
は
覆
刻
の
際

(ま
た
は
既
存
の
版
木
を
入
手
し
て
後
修
し
た
際
)
に
新
た
に
加
え
た

署
名
と
思
し
い
。
他
に
は
刊
行
者

の
名
を
記
す
箇
所
は
無
い
。

こ
の
紆
承
漢
と
同
じ
く
名
(号
か
字
の
可
能
性
も
あ
る
)
の
二
文
字

目
が
「漢
」
で
あ
る
督
姓
の
刻
書
家
と
し
て
、
餅
演
漢
と
督
癩
漢
と
い

う
人
物
が
い
る
。
箭
藻
漢

の
刊
本
は
、
例
え
ば
崇
禎
二
年
(
一
六
二

九
)
の
陳
仁
錫
序
を
持

つ
『五
経
劣
訓
』
十
九
巻

(愛
知
大
学
豊
橋
図
書

館
蔵
)
が
あ
る
。
白
紙
藍
印
の
全
体

の
封
面
が
あ
り
、
左
右
三
欄

の

右
に
「景
陵
鍾
伯
敬
先
生
訂
」
、
左
に
「種
秀
堂
藏
板

(隔
三
格
)
呉
門

箭
濠
漢
梓
」
と
記
す
。
呉
門
は
蘇
州

の
別
称

で
あ
る
。
五
経
そ
れ
ぞ

れ
に
も
墨
印
で
左
右
三
欄
の
封
面
が
あ
り
、
右
に
「景
陵
鍾
伯
敬

訂
」、
左
に
「種
秀
堂
藏
板

莫
門
箭
演
漢

梓
」
と
あ
る
。
封
面
以

外
に
は
刊
行
者
名
を
記
す
箇
所
は
無
い
。
紆

瀟
漢
の
刊
本
に
は

〔明

末
〕
刊
本
『文
公
家
禮
儀
節
』
八
巻

(宮
城
県
図
書
館
蔵
)
が
あ
る
。
白

紙
墨
印
の
封
面
が
あ
り
、
左
右
三
欄
の
右
に

「楊
升
奄
先
生
手
定
」、

左
に
「種
秀
堂
藏
版

金
間
箭
瀟
漢
梓
行
」
と
す
る
。
封
面
以
外
に
は
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刊
行
者
名
は
見
え
ず
、
具
体
的
な
刊
年
の
手
掛
か
り
も
無
い
。
こ
の

野
灘
漢

と
野
瀟
漢
の
二
人
は
太
末
餅
氏
で
あ
る
と
い
う
確
証
が
得
ら

れ
な
い
の
だ
が
、
箭
承
漢
と
同
族
同
世
代
で
あ
る
可
能
性
が
十
分
に

あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
太
末
箭
氏
は
崇
禎
年
間
に
蘇
州
で

種
誘
堂
と
い
う
書
坊
を
営
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
太
末
箭
氏
は
万
暦
前
期
か
ら
南
京
で
刻
書
を
行

っ
て
お

り
、
崇
禎
年
間
に
は
蘇
州
で
も
刻
書
を
行

っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
し
て
み
れ
ば
、
野
載
陽
自
ら
が
集
賢
堂
主
人
で

あ
っ
た

の
か
、
そ
れ
と
も
同
族
の
別
人
が
営
む
集
賢
堂
が
野
載
陽
印

本
を
発
免
し
た
の
か
ま
で
は
特
定
出
来
な
い
が
、
蔵
珠
館
刊
本
『唐

伝
演
義
』
の
封
面
に
見
え
る
集
賢
堂
と
い
う

の
は
や
は
り
太
末
督
氏

の
営
む
書
坊
で
あ
り
、
督
載
陽
は
太
末
欝
氏
の
う
ち
蘇
州
に
書
坊
を

構
え
た

一
派
の

一
員
だ
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な

お
、
南
京
で
も
蘇
州
で
も
刻
書
を
行

っ
た
実
績
が
あ
る
前
述
の
周
文

耀
は
、
同
腹
の
長
兄
で
あ
る
周
文
偉
及
び
そ
の
子
や
孫
た
ち
が
南
京

で
使
っ
た
大
業
堂
と
い
う
書
坊
名
を
同
時
期
に
蘇
州
で
使

っ
て
い
た

よ
う
な
の
で
(注
5
拙
稿
②
参
照
)、
太
末
毎
氏
の
集
賢
堂
が
石
泉
艀

其
才
の
活
動
時
期
に
ど
こ
に
あ

っ
た
と
し
て
も
、
醤
載
陽
の
活
動
時

期
に
も
そ
れ
と
同
じ
場
所
に
あ

っ
た
と
考
え
る
必
要
は
無
い
だ
ろ

う
。

三
、
静
載
陽
本
『封
神
演
義
』
刊
行
者
再
考

以
上

の
新
た
な
知
見
を
踏
ま
え
、
野
載
陽
本
『封
神
演
義
』
の
封
面

に
見
え

る
「金
間
書
坊
箭
沖
甫
」
と
、
同
巻

二
首
に
見
え
る
「金
閻
載

陽
箭
文
淵
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
改
め
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

督
沖
甫

の
沖
甫
は
字
で
名
は
文
河
、
蘇
州
と
南
京
で
書
坊
を
営

み
、
こ
と
南
京
で
は
天
啓
年
間
以
降
に
刻
書

を
行

っ
て
い
る
と
確
認

出
来
た
。
片
や
野
載
陽
は
、
載
陽
は
号
か
字

で
名
は
文
淵
、
太
末
野

氏
の

一
員
で
蘇
州
に
書
坊
を
構
え
、
万
暦
末
年
以
降
の
時
期
に
太
末

督
氏
集
賢
堂
主
人
で
あ

っ
た
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
自
分
の
所
有
す
る

版
木
に
よ
る
印
本
を
同
族
の
営
む
集
賢
堂
に
発
党
さ
せ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
万
暦
末
期
以
降
の
明
末
に
蘇
州
で
活
動
し
て

い
て
、
二
字
名
の
第

一
字
が

「文
」
で
あ
り
、
第
二
字
も
さ
ん
ず

い
の

文
字
で
揃

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同
じ
号
な
り
字
な
り
を
使

っ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
、
同

一
人
物
の
変
名
で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
要

素
は
何

一
つ
と
し
て
無
い
。
こ
う
な
る
と
、

両
者
は
同
世
代
の
同

族
、
そ
れ
も
兄
弟
か
遠
く
て
も
せ
い
ぜ
い
従
兄
弟
く
ら
い
の
、
ご
く

近
し
い
続
柄
で
あ

っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
は
、
そ
の
前
提

の
下
で
、
箭
載
陽
本
『封
神
演
義
』
は
章
培

恒
注
2
論
文
の
よ
う
に
両
者
の
共
同
刊
行
と
見
る
べ
き
な
の
か
、
そ

れ
と
も
大
塚
注
4
論
文
が
想
定
し
た
よ
う
に
督
載
陽
刊
本
を
餅
沖
甫

が
翻
刻
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
な
の
か
、
或
い
は
そ
れ
以
外
の
可
能

性
(箭
載
陽
の
作

っ
た
版
木
を
箭
沖
甫
が
入

手
し
て
印
行
し
た
な

ど
)
を
想
定
す

べ
き
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

そ
も
そ
も
、
同
族
の
複
数
人
が

一
つ
の
刊
本
を
共
同
で
刊
行
し
て

い
る
事
例
は
明
末
に
は
非
常
に
多
く
認
め
ら
れ
、
何
ら
珍
し
く
な
い

こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
同
じ
巻
の
巻
首
に
共
同
刊
行

者
の
二
人
が
並
べ
て
署
名
す
る
刊
本
も
あ
れ
ば

聡
、
巻
ご
と
に
異
な
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る
人
物
が
刊
行
者
と
し
て
巻
首
に
名
を
記
す
刊
本
も
あ
る
η
。
そ
し

て
、
共
同
刊
行
者
の
う
ち

一
方
は
巻
首
の
み
、
も
う

一
方
は
封
面
の

み
に
署
名
す
る
と
い
う
、
野
載
陽
本
『封
神
演
義
』
と
よ
く
似
た
事
例

も
見
出

せ
る
。

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
大
尾
に
「崇
禎
甲
戌
歳

(七
年
、

一
六
三
四
)春
月
新
刻
/
萬
病
同
春
葦
慶
堂
刑
行
」
と
の
長
方
木
記
を

持
つ
『五
刻
増
補
萬
病
同
春
』
八
巻
(東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
)
は
、

封
面
中
欄
に
「崇
禎
甲
戌
歳
春
月
書
林
葦
慶
堂
余
纒
泉
刊
」
と
父
の
姓

号
を
記
す

一
方
、
各
巻
首
第
七
行
に
は
「閲
葦
慶
堂
余
昌
宗
校
梓
」
と

息
子
の
姓
名
を
記
し
て
い
る
(詳
細
は
注
5
拙
稿
③
参
照
)。
こ
れ
は

父
子
に
よ
る
事
例
で
、
封
面
が
父
、
巻
首
が
子
で
あ
る
か
ら
、
巻
首

に
名
を
記
す
子
が
作
っ
た
版
木
を
封
面
に
名
を
記
す
父
が
後
か
ら
手

に
入
れ
て
自
分
の
封
面
を
附
し
た
と
か
、
子
に
よ
る
先
行
版
本
を
父

が
重
刊
し
た
と
か
い

っ
た
可
能
性
は
甚
だ
考
え
に
く
い
。
大
尾
の
長

方
木
記
と
封
面
の
年
次
が
同
じ
で
も
あ
る
か
ら
、
父
子
に
よ
る
共
同

刊
本
だ
と
見
る
よ
σ
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
例
が
あ

っ
て
み
れ

ば
、
督
載
陽
本
『封
神
演
義
』
に
お
い
て
箭
沖
甫
は
封
面
と
序
、
載
陽

詩
文
淵
は
巻
二
首
と
い
う
形
で
両
者
の
名
が
刊
行
者
と
し
て
見
え
る

位
置
が
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
は
、
両
者
の
共
同
刊
行
だ
と
認
め

る
上
で
何
ら
障
害
と
は
な
る
ま
い
。

ま
た
、
諸
先
行
研
究
で
は
、
餅
載
陽
本
『封
神
演
義
』
が
編
者
と
刊

行
者
の
名
を
巻
首
に
記
す
の
が
全
巻
で
も
な
け
れ
ば
巻

一
だ
け
で
も

な
く
、
中
途
半
端
な
巻
二
だ
け
で
あ
る
と
い
う
点
が
特
に
誹
し
が
ら

れ
、
底
本
と
な

っ
た
先
行
刊
本
な
り
紗
本
な
り
と
絡
ん
だ
何
ら
か
の

事
情
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
し
て
、
様
々
な
推
測
が

な
さ
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
餅
文
河
刊
本
『黄
帝
内
経
素
問
註
謹
襲

微
』
は
補
遺
を
除
い
た
最
後
の
巻
で
あ
る
巻
九
首
だ
け
、
同
『黄
帝
内

、

経
漿
櫃
註
謹
獲
微
』
に
至

っ
て
は
途
中
の
巻
で
あ
る
巻
八
首
だ
け
に

し
か
刊
行
者
名
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
や
、
逆
に
督
石
泉
集
賢
堂
刊

本
『新
刊
譜
史
』
に
は
刊
行
者
名
を
記
さ
な
い
巻
が
途
中
に

一
つ
だ
け

あ
る
こ
と
、
は
た
ま
た
野

一
泉
刊
本
『尭
山
堂
外
紀
』
や
紆
濠
漢
刊
本

『五
経
労
訓
』
や
野
編
漢
刊
本
『文
公
家
禮
儀
節
』が
封
面
に
し
か
刊
行

者
名
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
太
末
箭
氏
の
刻

書
家
た
ち
の
多
く
は
、
全
て
の
巻
首
に
編
者

や
刊
行
者
の
名
を
記
す

べ
き
だ
と
か
、

一
箇
所
だ
け
に
す
る
な
ら
そ
れ
は
巻

一
首
で
あ
る
べ

き
だ
と
か
い
っ
た
規
範
意
識
を
全
く
持
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
巻
首
に
編
者
と
刊
行
者
の
署
名
が
あ
る

の
が
巻
二
だ
け
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
こ
ま
で
誹
し
が
る
必
要
が

あ
る
現
象
で
は
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
箭
載
陽
本
『封
神
演
義
』
が
醤

文
河
(沖
甫
)
と
載
陽
箭
文
淵
と
の
共
同
刊
行
で
あ
っ
た
と
考
え
る
に

当
た
っ
て
決
定
的
に
不
都
合
な
点
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
族
の
複
数

人
に
よ
る
共
同
刊
行
が
同
時
期
に
普
遍
的
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

踏
ま
え
れ
ば
、
紆
載
陽
本
『封
神
演
義
』
は
、
同
族
同
世
代
の
紆
文
河

(沖
甫
)
と
載
陽
野
文
淵
の
共
同
刊
行
で
あ

っ
た
と
考
え
る
の
が
最
も

素
直
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
本
稿
の
結
論
と
し
た
い
。

な
お
、
念
の
た
め
断

っ
て
お
く
と
、
本
稿

の
目
的
は
あ
く
ま
で
箭

載
陽
と
箭
沖
甫
の
関
係
を
整
理
し
た
上
で
野
載
陽
本
『封
神
演
義
』
と

い
う
刊
本
そ
れ
自
体
の
刊
行
者
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
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『封
神
演
義
』
と
い
う
作
品
自
体
の
成
立
事
情
や
原
刊
本
を
考
察
す
る

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
紆
載
陽
本
『封
神
演
義
』
に
先
行
す
る
刊
本
が

あ
っ
た
と
い
う
大
塚
注
4
論
文
の
よ
う
な
仮
説
は
、
そ
の
先
行
刊
本

,

の
刊
行
者
を
箭
載
陽
で
は
な
く
全
く
の
別
人
だ
と
い
う
形
に
微
修
正

す
る
だ
け
で
、
本
稿

の
結
論
と
も
矛
盾
な
く
両
立
し
得
る
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
・
そ
う
い
っ
た
仮
説
の
是
非
は
本
稿
の
目
的
と
は
ま
た

別
の
問
題
と
な
る
の
で
、
今
回
は
踏
み
込
ま
な
い
で
お
く
。

四
、
今
後
の
検
討
課
題

本
稿

の
所
期
の
目
的
は
前
章
ま
で
で
果
た
し
た
が
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
注
意
を
喚
起
し
て
お
き
た
い
点
が
幾
つ
か
あ
る
。

ま
ず
、
箭
載
陽
本
『封
神
演
義
』
が
鍾
梶

(字
伯
敬
)
の
批
評
を
銘
打

つ
の
は
仮
託
だ
と
い
う
の
が
先
行
研
究
に
共
通
の
見
解
で
あ
っ
た
。

第
百
回
末
の
又
批
が
「余
因
伯
敬
先
生
。
所
家
藏
繕
本
。
又
詳
爲
考

訂
。
其
信
與
否
者
。
成
聴
之
耳
。」
(句
点
原
文
マ
マ
)と
結
ぶ
こ
と
か

ら
、
実
際
に
批
評
を
施
し
た
の
は
「鍾
伯
敬
先
生
が
途
中
ま
で
批
閲

し
た
本
を
箭
沖
甫
が
大
金
を
投
じ
て
購
入
し
、
そ
の
完
成
を
督
沖
甫

か
ら
依
頼
さ
れ
た
」
と
の
旨
を
序
文
で
述
べ
て
い
る
李
雲
翔
で
あ
ろ

う
と
い
う
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
自
体
に
異
論
は
な

い
。
し
か
し
、
酵
沖
甫
が
購
入
し
た
鍾
渥
旧
蔵
本
を
底
本
と
し
た
と

い
う
点
ま
で
無
批
判
に
宣
伝
用
の
虚
言
と
し
て
片
付
け
よ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
は
些
か
待

っ
た
を
掛
け
て
お
き
た
い
。

何
故
な
ら
、
各
巻
首
第
二
行
に
「寛
陵
鍾

憧
伯
敬
父
選
評
」
(「選

評
」
を

「手
評
」
や
「評
馳
」
と
す
る
巻
も
あ
る
)
と
あ
り
、
収
録
各
作
品

の
末
に
原
則
と
し
て
「鍾
怪
日
」
で
始
ま
る
数
行
の
批
評

(稀
に
茅
坤

な
ど
別
人
の
批
評
に
な

っ
て
い
る
)
を
備
え
、
本
文
全
葉

の
版
心
下

部
に
「集
賢
堂
」
と
あ
る
『宋
文
露
』
二
十
巻
(内
閣
文
庫
、
山
東
省
図

書
館
蔵
)
と
い
う
刊
本
が
あ
る
か
ら
だ
。
版
心
の
記
載
か
ら
集
賢
堂

刊
本
に
相
違
あ
る
ま
い
が
、
他
に
刊
行
者
名
を
記
す
箇
所
が
無
い
た

め
、
太
末
野
氏
集
賢
堂
な
の
か
、
そ
れ
と
も
同
時
期
に
活
動
し
て
い

た
金
陵
唐
氏
集
賢
堂
か
、
は
た
ま
た
ど
ち
ら
で
も
な
い
別
の
集
賢
堂

な
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、

一
般
的
に

『宋
文
隔
』
は
実
際
に
鍾

偲
が
選
評
し
た
も
の
と
看
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
、
も
し
こ
れ
が
餅
氏

集
賢
堂
で
あ

っ
た
と
し
た
ら
、
酵
氏
集
賢
堂
は
鍾
怪
の
真
作
を
刊
行

し
た
実
績
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
箭
氏
集
賢
堂
の
同
族

で
あ
る
箭
文
河
(沖
甫
)
が
、
鍾
梶
の
没
後
に
そ
の
旧
蔵
書
を
購
入
す

る
機
会
を
得
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
だ
ろ
う
。
但
し
、
当
時
の

読
者
も
そ
う
考
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
紆
文
河

(沖
甫
)
が
期
待
し
た

上
で
話
を
で
っ
ち
あ
げ
た
と
い
う
可
能
性
も
当
然
あ
り
得
る
か
ら
、

仮
に
『宋
文
婦
』
の
刊
行
者
が
箭
氏
集
賢
堂
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
直

ち
に
紆
載
陽
本
『封
神
演
義
』
の
底
本
が
本
当
に
鍾
怪
の
旧
蔵
書
で
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
勿
論
な
ら
な
い
。
だ
が
、
前
述
の
崇
禎
二
年

序
刊
の
呉
門
箭
演
漢
刊
本
『五
脛
労
訓
』も
鍾
伯
敬
批
評
を
標
榜
し
て

い
た
し
、
白
紙
藍
印
の
封
面
左
欄
の
刊
行
者
識
語
の
末
尾
に
「六
経

閣
主
人
識

呉
門
箭
演
漢
梓
」
と
あ
る
『新
錨
四
書
七
十
二
朝
人
物

経
籍
備
考
』
二
十
四
巻
首

一
巻

(広
島
市
立
中
央
図
書
館
浅
野
文
庫
、

蓬
左
文
庫
蔵
)
も
、
封
面
右
上
に
捺
す
朱
鐵
の
第

一
行
を
「景
陵
鍾
伯

敬
増
訂
」
と
し
、
末
尾
に
「景
陵
鍾
渥
伯
敬
題
」
と
署
名
す
る
「増
補
四
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書
人
物
備
放
序
」
を
持
ち
、
巻

一
首
第
二
行
に
「武
進
醇
慮
族
原
輯

景
陵
鍾

怪
合
訂
」
と
あ
る
と
い
う
鍾
怪
の
増
訂
を
大
き
く
謳

っ
た

も
の
で
あ
る
な
ど
、
蘇
州
で
活
動
し
て
い
た
餅
氏
の
書
坊
に
は
鍾
怪

の
関
与

を
謳
う
刊
本
が
少
な
く
な
い
。
と
な
れ
ば
、
餅
載
陽
本
『封

神
演
義
』
の
封
面
識
語
や
李
雲
翔
序
が
述
べ
て
い
る
刊
行
の
経
緯
の

信
源
性
を
判
断
す
る
上
で
は
、
今
後
は
そ
う
し
た
他
の
紆
氏
刊
本
に

お
け
る
鍾
湿
の
関
与
の
真
偽
に
も
注
意
を
払
う
よ
う
に
し
た
方
が
良

い
だ
ろ
う
。

な
お
、
鍾
幌
の
生
前
に
大
っ
ぴ
ら
に
仮
託
を
行
う
と
は
考
え
に
く

い
と
い
う
こ
と
で
、
野
載
陽
本
『封
神
演
義
』
の
他
に
も
…幾
つ
か
あ
る

鍾
伯
敬
先
生
批
評
を
謳
う
小
説
刊
本
の
刊
行
は
、
い
ず
れ
も
鍾
梶
の

没
後
の
こ
と
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
鍾
怪
の
没
年
月
は
天
啓

四
年
六
月
説
と
天
啓
五
年
六
月
説
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
塚
注
4
論

文
も
唱
え
る
後
者
を
是
と
す
べ
き
だ
ろ
う
。
天
啓
五
年
と
い
う
と
、

万
暦
三
十
年
代
中
頃
か
ら
多
く
の
小
説

・
戯
曲
刊
本
で
批
評
を
仮
託

さ
れ
て
き
た
李
卓
吾
の
著
作
に
対
す
る
二
度
目
の
禁
令
が
九
月
に
発

せ
ら
れ
、
以
後
数
年
間
に
わ
た
っ
て
李
卓
吾
の
関
与
を
謳

っ
た
刊
本

が
刊
行
さ
れ
た
形
跡
が
な
く
な
る
年
で
あ
る
旭
。
そ
れ
ま
で
小
説

・

戯
曲
の
批
評
を
仮
託
す
る
定
番
で
あ

っ
た
李
卓
吾
の
名
前
が
使
え
な

く
な

っ
た
時
期
が
、
ち
ょ
う
ど
詩
文
の
批
評
者
と
し
て
高
名
で
あ

っ

も

た
鍾
怪
が
没
し
た
直
後
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
鍾
伯
敬
批
評
を
銘
打
つ

小
説
刊
本
の
登
場
を
促
し
た
と
い
う
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

最
後
に
も
う

一
つ
、
『東
京
目
』
以
来
の
定
説
で
あ

っ
た
、
内
閣
文

庫
蔵
の
蔵
珠
館
刊
本
『唐
伝
演
義
』
は
杭
州
の
蔵
珠
館
が
作

っ
た
版
木

を
紆
載
陽
が
入
手
し
て
蘇
州
で
印
行
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
点

も
、
本
稿
の
考
察
に
よ

っ
て
当
然
の
前
提
と
は
し
が
た
く
な
っ
た
の

で
は
あ
る
ま
い
か
。
督
文
河
(沖
甫
)
が
蘇
州

の
他
に
南
京
で
も
活
動

し
て
い
る
と
確
認
さ
れ
た
以
上
、
載
陽
箭
文
淵
も
複
数
の
地
域
で
活

動
し
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
な
い
か
ら
だ

。
仮
に
別
人
が
営
む

杭
州
の
蔵
珠
館
が
作

っ
た
版
木
を
継
承
し
た
と
い
う
点
は
認
め
る
と

し
て
も
、
印
行
地
は
蘇
州
で
は
な
く
南
京
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
な
い

し
、
督
文
淵
が
杭
州
に
も
進
出
し
て
い
た
と

い
う
可
能
性
も
あ
り
得

よ
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
杭
州
の
蔵
珠
館
も
太
末
督
氏
が
営
む
書
坊

で
あ
っ
た
と
か
、
果
て
は
載
陽
鎌
文
淵
自
身

の
書
坊
で
あ
っ
た
と
か

い
う
可
能
性
と
て
皆
無
と
は
言
え
ま
い
。
今
は
解
決
の
糸
口
を
持

っ

て
い
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
記
し
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

1234

『東
京

目
』
の
著
録

の
仕
方
だ

と
本
文
全
葉

の
版

心
に

「藏
珠
館
」
と
あ

る

か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

に
は
そ
れ
が
あ
る

の
は
、
巻

一

・
二

・

五
の
各
第

一
葉

の
計
三
箇
所
だ

け
で
あ

る
。

章
培
恒

「
『封
神
演
義
』
的
性

質

・
時
代

和
作
者
」
(同
氏

『献
疑
集
』
所
収
、

岳
麓
書
社
、

一
九
九
三
)
。

李
亦
輝

「従
詞

話
本
到
刊
本

I
I
論

『封
神

演
義
』
的
成

書

・
版
本
及
編

者
問
題
」
(『蘇

州
大

学
学
報

(哲
学

社
会
科

学
版
)
』
二
〇

=

一
年
第

五

期
)
。

大
塚
秀
高

「六

続
研
究
前
後

『封
神

演
義
』
と

『前
漢

書
平
話
』
を

め

ぐ

っ
て
」
(『中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
八
号
、

二
〇
〇
三
)
。
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5

①

「金
陵
唐
氏
世
徳
堂
主

人
考

二
人

の
「唐
光
禄
」

」
(『中

国
ー

社

会
と
文
化
』
第

二
十

七
号
、

二
〇

一
二
。
改

訂

の
上

で
筆

者
博
士
論

文
「百
回
本
『西
遊
記
』
の
成
立
と
展
開
-

書
坊
間
の
関
係
を
視
野
に

」
(東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
、

二
〇

一
六
。
近

日
中

に
ウ

ェ
ブ

公
開
予
定
)
第

三
章
と
し

て
収
録
)
、
②

「金
陵
書
坊

周
日
校

万

巻

楼
仁
寿
堂

と
周
氏
大
業
堂

の
関
係

に
つ
い
て
」
(
『斯
道
文
庫
論
集
』
第

四
十

八
輯
、

二
〇

一
四
。
改

訂

の
上

で
前
掲

博
論
第

五
章

と
し

て
収

録
)
、
③

「華
慶
堂

の
歴
代
主

人
に

つ
い
て

建
陽
余

氏
刻
書
活

動
研

究

(
1

>I
I
附

『書

林
余
氏
重

修
宗
譜
』
「書
坊

文
興
公

派
下
世

系
」
第

37
世
ま
で

の
翻
刻
と
校

訂
」
(『中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
十
九
号
、

二
〇

一
六
)
、
④

「明
末

の
商
業
出
版
に

お
け
る
異
姓
書
坊

問

の
広
域
的

連
携

の
存
在
に

つ
い
て
」
(『東

方
学
』
第

百
三
十

一
輯
、

二
〇

=
ハ
。
改
訂

の

上

で
前
掲
博

論
第
七
章
と
し

て
収
録
)
等

の
諸
拙
稿

に
明
末
清

初
刊
本

に
お

け
る
刊
行
者

・
編
著
者

・
校

訂
者
ら

の
署
名

の
実
例

を
多
数
挙
げ

た
が
、

「父
」
「甫
」
は
常
に
字
と
認
め
ら
れ

る
呼
称

の
直
下

に
附
さ
れ

て

お
り
、
字

が
「
×

甫
」
で
あ

る
人
物
で
も

「
×

甫
父
」
や

「
×

甫
甫
」
と

い

う
形

で
記
さ
れ

る

(字

が

「
×

父
」
の
人
物

の
場
合

も
同
様
)
。

「甫
」

「父
」
が
名

の
直
下
に
附
さ
れ
る
例

は
管
見
の
限
り
皆
無
な

の
で
、

こ
れ

ら
が
字
の
標
識
と
し
て
機
能
し
て

い
た

こ
と
は
ま
ず
間
違

い
な
い
。
な

お
、
他

の
箇
所

で
号

と
し

て
使

わ
れ

て

い
る
呼

称

の
直
下

に

「甫
」

「父
」
を
附
し

て
い
る
例
は
あ

る
が
、
前
掲
拙
稿
②
注

84
や
前
掲
拙
稿
③

注
35
で
指
摘
し
た
よ
う
に
明
末
清
初
に
は
同
じ
呼
称

が
字
と
し
て
も
号

と
し
て
も
記
録
さ
れ

て
い
る
人
物

が
散
見
さ
れ

る
の
で
、

そ
の
場
合
も

そ
こ
で
は
そ
の
呼
称
を
字
と
し

て
用

い
た
と
見
る

べ
き
だ

ろ
う
。

67

例

え
ば
、

〔天
啓
崇
禎
問
〕
刊
本

『近
聖
居

四
書
翼
経

圖
解
』
十
九

巻

(内

閣
文
庫
等
蔵
)
で
余
応
軋

(字
猶
龍
、
号
防
謄
)
が
自
引

の
末
に

「

古

闘

後

學
余
鷹
軋
猶
龍

/

氏
題
干
近

聖
居
」
と
署
名

し
、
巻

一
首
第

二
行

下

段

に
は

「古

閾

余
慮
軋

猶
龍

父

纂

輯
」
と

記
し

て

い
る

(注

5
拙
稿
③
参

照
)
。
な
お
、

「氏
」
は
姓

の
直
下
に
附
す

用
例
の
方
が

勿
論

遥
か
に
多

い
の
で
、
字

の
標
識
と

し
て
用
い
る
の
が
最
も

一
般
的

な
用
法
だ
と

い
う
訳
で
は
な
い
。

な
お
、
杜
信
孚

・
杜

同
書

『
全
明
分
省

分
県
刻

書
考
』
(線
装
書

局
、

二

〇
〇

一
)
と
毘
晃
良

『中

国
古
籍
版

刻
辞

典

(増
訂
版
)
』
(蘇

州
大
学
出
版

社
、

二
〇
〇
九
)
が
と
も
に

『黄
帝
内
経
素

問
注

讃
嚢
微
』
九
巻
と

『黄
帝

内
経
璽
椹
注

謹
襲
微
』
九
巻
補
遺

一
巻

の
二
点

の
み
を
例

に
挙
げ

て
天

宝
堂
を
王
元
敬

の
堂
号
だ

と
し
て
い
る
が
、
箭

文
河
刊
本
だ
け
を
見

て

王
元
敬
序
と
版
心
下
部

の
「天
寳
堂
」
と
に
よ

っ
て
判
断
し
た
た
め

の
誤

解
だ
と
思
わ
れ
る
。

天
宝

堂
の
名

が
見
え
る

の
は
管
見

の
限
り
野
文
河

刊
本
だ
け
で
あ
り
、
梅
寿
古

活
字
印
本

に
も
上
海
図
書
館
蔵
本
に
も
天

宝
堂

の
名

は
全
く
見

え
な

い
。
ま
た
、
両

工
具

書
は
と
も

に

『黄
帝
内

維
素
問
霊
橿

注
謹
襲
微
』
九
巻
な

る
も

の
を
箭
載

陽
刊
本

と
し
て
著
録

し

て
い
る
が
、

そ

の
よ
う
な
名
称

・
巻

数
を
し
た
刊
本

の
存
在
は
確
認

出
来
な

い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

杜
氏
前
掲
書
が
紆
載
陽
と
紆
沖
甫

を

同

一
人
物
だ

と
看
傲

し
た
上
で
野
文
河
刊

本

『黄
帝
内
経
素

問
注
謹
襲

微
』
と

『黄
帝
内

経
盤
枢
注
誰
登

微
』
と
を

一
つ
に
ま
と
め

て
著

録
し

よ

う
と
し
た
が
、
そ

の
際
に
巻
数
も
合
わ
せ

て
十
八
巻
と
す

べ
き
だ

っ
た

の
を
う

っ
か
り
九
巻

の
ま
ま
と
し

て
し
ま

い
、
窪
氏
は
そ

の
誤
り

を
無

批
判
に
踏
襲
し
た

の
で
あ

ろ
う
.
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但
し
、
督
文

河
刊
本

『霊
枢
』
は
、

「基
人
」
だ

っ
た
箇
所
を

「春
元
」
ま
た

は

「孝

廉
」
に
改
め

て
い
る
。
な
お
、

『素

問
』
で
は
酵
文

河
刊
本
も

「基

人
」
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
い
る

な
お
、
李
氏
は
前
述

の
解
釈

を
示
し
た
後

で
「野
載
陽

還
翻
刻
過
馬
蒔

的

『黄
帝
内
経
素
問
霊
枢
注

証
発
微
』」
と
完
全
に
同

一
人
物
扱

い
で
言

及
し

て
い

る
の
だ

が
、

「文
河
」
と

い
う
呼

称
に
は
全

く
触
れ

て

い
な

い
。
野
文
河
刊
本
を
自
ら
見

て
は
お
ら
ず

、
注

7
前
掲
両

工
具
書

の
い

ず
れ
か
辺
り
か
ら
孫
引
き
し
た
だ
け
な

の
で
あ

ろ
う
。

右
上

の
字
は
確
実

に

「集
」
で
、
左
半
分
も
大
き
な
傷

が
入

っ
て
い
て
読

み
辛

い
も

の
の
、

「堂
」
で
ま
ず

間
違

い
な
さ

そ
う

で
あ

る
。

問
題

は

「賢
」
と
判
読
し
た
右
下

の
字

で
、
左
上

の
「臣
」
が
あ

る

べ
き
部

分
が
印

面
の
摩
耗

か
欠
損
に
よ

っ
て
殆
ど
空

白
に
な

っ
て
お

り
、

な
お

か

つ

「貝
」
と
看
倣
し
た
部
分

の
最
後

の
二
画
が
あ
る

べ
き
位
置
が
ち
ょ
う
ど

下
匡
郭

の
墨
線
に
重

な

っ
て
い
て
は

っ
き
り
確
認
出
来
な

い
。
だ

が
、

右
上
に

「又
」
が
独
立

し
て
い
る
こ
と
は
確
か
な

の
で
、
総

合
的
に
見
て

「賢
」
で
あ
る
可
能
性

が
非
常

に
高

い
と
判
断
し
た
。
な
お
、

判
読
に
当

た

っ
て
は
宮
澤
正
明
先
生

の
ご
協
力

を
仰

い
だ
。

こ
こ
に
記
し
て
深
く

感
謝

の
意
を
申
し
上
げ
る
。

旧
蔵
者

の
堂
号
だ

と
い
う
可
能
性
も
皆
無
と
は
言
え
な

い
が
、
封
面

の

右
下

や
左
下
は
印
行
者
か
発
免
者

の
印

が
捺
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
個

人
の
蔵
書
印
が
捺
さ
れ
る

の
は
珍
し
い
位

置
で
あ

る
。
そ
れ
に
、

こ
の

本
に
は
内

閣
文
庫
以
外

の
蔵
書

印
が

一
切
捺
さ

れ
て
い
な

い
。

よ

っ

て
、

こ
れ
が
旧
蔵
者

の
堂
号
で
あ

る
可
能
性
は
ご
く
低
か
ろ
う
。

大
尾
に

「弘
治

乙
丑

(十

八
年
、

一
五
〇
五
)
仲
春
吉

/
旦
集
賢

書
堂
新

13141516

刊
」
の
木

記
を
持

つ
と
い
う
『魁
本
袖
珍
方
大
全
』
四
巻

(大
阪
府
立
中
之

島
図
書
館
、
台
湾
国
家
図
書
館
等
蔵
)
が
知
ら
れ
る
が
、
筆
者
未
見
。

封
面
上
層

に

「集
賢

堂
」
と
横
書
き

し
、
同
下
層

中
央
に
下
寄

せ

で
「金

陵
三
山
唐
氏
校
梓
」
、
巻

一
首
第

三
行
に

「書
林

翼
揚

唐
慮
龍

校

梓
」
と
あ
る

〔万
暦
〕
刊
本

『新
離
重
校
増
繹
麻
衣
相
法
』
六
巻

(中
国
嘉
徳

国
際
拍
売
有

限
公

司

二
〇

=
二
年
秋
季
拍
売
会
出
品
番
号

一
二

三
五
)

や
、

「天
啓
歳
序
癸

亥

(三
年
、

一
六

二
三
)
孟
冬
之
吉

/

(低

三
格
)
閲

建
摩
生
徐
之
鎮
自
言
於
木
石
居
」
と
結
ぶ

「自
叙
」
を
持
ち
、
封
面
左
欄
に

下
寄
せ

で

「金

陵
集

賢
堂
唐

錦
池
梓
」、

巻
上
首
第

八
行

に
「書
林

金
陵
唐
鯉
耀
季
鱗
父

梓
行
」
、
巻

下
首
第

八
行

に

「書
林

集
賢
堂
唐

鯉
耀
季
鱗
父

梓
行
」
と
記
す

『新
鋸
徐
氏
家
藏

羅
繧
頂
門

針
』
二
巻

(中

国
国
家

図
書
館
蔵
)
等

が
あ

る
。
な
お
、

こ

の
う
ち
唐

錦
池

は
、
文
林

閣
と
い
う
書
坊
名
で
万
暦
年
間
に
金
陵

で
数
多

く
の
刊
本

を
刊
行

し
て

い
る
人
物

で
も
あ

る
。

飾
り
枠

の
中
を
左
右

三
欄

に
区
切

っ
た

も
の
で
、

中
欄
に
記
す

「風
教

雲
穫
」
の
「雲
」
の
字
の
左
右
に
、

各
集
そ
れ
ぞ

れ

「正
/
集
」
「績
/
集
」

「別
/
集
」
の
墨
鐵
が
捺
し
て
あ
る
。

万
暦
以
降

の
明
末
に
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
底
本
の
刊
行
者

の
名

と
覆

刻
ま
た
は
翻
刻
者

の
名
と
を
い
ず

れ
も
記
し
た
重
刊
本

の
事
例
が
、

南

京

の
書
坊
と
福
建

の
書
坊

の
間
で
少
な
か
ら
ず

確
認
出
来

る
。
詳

し
く

は
注
5
拙
稿
④
参

照
。

例

え
ば

、
唐
晟

(字

伯
成
、
号

玉
予
)
・
唐
泉

(字
叔

永
、
号
貞

予
。

号

に

つ
い
て
は
注

5
拙
稿
①
博

論
版
参
照
)
兄
弟
に

よ
る
万
暦

三
十

一
年

序
刊
本

『耳
談
類

増
』
五
十

四
巻

(注

5
拙
稿
①
参

照
)
や
、
余
象

聖

(号

一53一
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恰
台
)
・
余
象
賢

(号
次
台
)
兄
弟

に
よ
る

万
暦

二
十

一
年
建
陽

双
峰
堂

刊
本

『新
鎭
翰
林
脩

撰
焦
翁

二
状
元

庭
訓
四
書
獲
筆

文
梯
』
五
巻

(注

5

拙
稿
③
参

照
)
等
が
あ
る
。

例
え
ば
、

前
述
の
周
文

耀

(字

汝
映
、
号
如
泉
)
と
そ

の
同
母
兄

の
周
文

換

(号
玉
印
)
、

及
び
彼
ら

の
堂
兄
弟
な

い
し
異
母
兄
弟
と
思
し
き
周
文

憲

(号
成
卯
)
の
三
者
に
よ
る
万
暦

三
十
年
重
刊
本

『新
刊
萬
病

同
春
』
八

巻
や
、
や
は
り
周
文
換

・
周
文
耀
兄
弟
に
よ
る

万
暦

四
十

四
年
序
刊

の

金
陵

万
巻
楼
存
義
堂
刊
本
『
新
刊
醤
林
状
元
濟
世
全
書
』
八
巻
、
更
に
は

周
文
耀

ら
の
父

の
周
庭
棉

(号
前
山
)
と
、
そ

の
同
族
同
世
代
と
推
定
さ

れ
る
周
日
校

(字
応
賢
、

号
対
峰
)
及
び

周
宗
孔

(号
竹
潭
)
の
三
者
に
よ

る
万
暦

五
年
序
刊

の
周
氏
万
巻
楼

刊
本

『新

刊
古
今
醤
鑑
』
八
巻
等
が
あ

る

(い
ず
れ
も
注

5
拙
稿
②
参
照
)
。

拙
稿

「も
う

一
つ
の
『李
卓
吾

先
生

批
評
西
游
記
』
1

「傳
奇

四
十
種
」

所
収
『楊
東
來
先
生
批
評
西
游
記
』
及
び

『
一
笠
篭
批

評
玉
答

記
』
の
書
名

改
刻
を
め
ぐ

っ
て

」
(
『日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
九
集
、

二
〇

一

七
)
参
照
。

^
`
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※
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
平
成

二
十
九
～
三
十
年
度
若
手
研

究

(B
)
(課
題
番

号

…
一
七
K

=

二
四
三

一
)
の
助
成
を
受
け

た
研

究
成
果

の

一
部
で
あ
る
。


